




 

離島・僻地の妊産婦・周産期死亡対策としては,地域的条件によって種々異なると思うが,

医療施設が貧弱なうえ,救急の際の輸送がきわめて困難な離島は,僻地の典型と思われるの

で,離島を最も多くかかえている県の一つである鹿児島県で,昭和 49～54 年間の妊産婦死

亡 60 例,昭和 53,55 年間の周産期死亡217 例について,本土と離島を比較した結果から,対

策上の基本方針として考えられる点を以下簡単に述べてみる(産婦人科シリーズ 33:124～

133,1982.参照)。 


